
 

 

   川崎市では、平成9年以降のダイオキシン類の排出量を推計しています。 
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 ダイオキシン類の排出量

は、平成11年以降年々減少 

しておりましたが、近年は、

横ばい傾向です。 

 平成19年の総排出量は、 

平成9年に比べ84％の減少 

となっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  ダイオキシン類の排出量の目録（排出インベントリー）

 

平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

１．大気への排出

一般廃棄物焼却施設 5,163 5,226 5,015 4,747 3,904 1,418 160 148 141 159 243

産業廃棄物焼却施設 4,125 5,388 3,223 895 847 600 293 546 672 422 283

小型焼却炉等 939 939 750 178 191 72.5 39.1 37.4 42.7 38.7 27.0

産業系発生源 1,410 1,269 1,527 1,765 1,044 1,482 2,023 1,283 1,522 2,085 1,205

火葬場
14.0
   ～30.6

14.4
   ～31.4

14.6
   ～31.8

14.6
   ～31.8

15.3
   ～33.4

15.4
   ～33.6

15.6
   ～34.0

11.4
   ～24.8

10.6
   ～23.2

10.8
   ～23.5

10.7
   ～23.4

２．水への排出

一般廃棄物焼却施設 0.00 0.00 0.05 0.01 0.01 0.07 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00

産業廃棄物焼却施設 64.2 65.9 63.9 57.3 82.6 30.7 35.5 42.1 43.3 61.4 55.0

産業系発生源 0.20 0.17 0.18 0.22 0.96 0.64 1.67 0.00 0.00 0.00 0.00

下水処理場 78.0 79.4 74.8 75.8 33.8 13.2 15.5 11.2 5.2 5.7 21.1

最終処分場 2.96 0.34 0.02 0.00 0.01 0.02 0.00 0.00 0.00 0.01 0.03

その他 0.18 0.16 0.00

11,797
　　～
　11,813

12,982
　　～
　12,999

10,669
　　～
　10,686

7,733
　　～
　 7,750

6,119
　　～
     6,137

3,632
　　～
     3,651

2,583
　　～
     2,602

2,079
　　～
     2,093

2,437
　　～
     2,450

2,783
　　～
     2,796

1,845
　　～
     1,858

　うち、水への排出 145.44 145.84 138.98 133.28 117.32 44.58 52.62 53.31 48.77 67.27 76.12

　対平成９年比 100 110 91 66 52 31 22 18 21 24 16

合　　　計

発　　生　　源
排出量（mｇ-TEQ/年）

 

 

 

 

 

 


